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岸
線
な
ど
東
京
湾
岸
エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
飛
躍

的
に
高
ま
る
。
最
後
の
未
計
画
区
間
と
な
っ
て
い
る
東

名
と
湾
岸
道
路
の
間
を
つ
な
ぐ
「
東
名
以
南
」
約
二
〇

㌔
㍍
の
区
間
の
事
業
化
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と

東
京
都
、
川
崎
市
ら
を
中
心
と
し
た
協
議
会
で
議
論
を

重
ね
て
い
る
。

　

一
番
外
側
の
リ
ン
グ
で
あ
る
圏
央
道
は
二
〇
一
七
年

二
月
に
茨
城
県
区
間
が
全
線
開
通
し
、
東
名
高
速
か
ら

東
関
東
道
ま
で
六
本
の
放
射
道
路
が
圏
央
道
で
結
ば
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
全
長
約
三
〇
〇
㌔
㍍
の
圏
央
道
の
九

割
が
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
は
都
市

の
国
際
競
争
力
強
化
や
、
産
業
・
社
会
の
生
産
性
向
上

に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
施
策
で
あ
る
。
沿
線
地
域
で

は
製
造
・
物
流
拠
点
の
整
備
な
ど
が
活
発
化
し
て
お
り
、

観
光
や
産
業
振
興
な
ど
地
域
経
済
に
も
好
循
環
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

首
都
圏
三
環
状
道
路
の
整
備
効
果
に
つ
い
て
、
国
の

関
係
者
は
「
本
来
な
ら
立
地
に
適
さ
な
い
場
所
に
工
場

や
物
流
施
設
の
立
地
が
進
み
、
地
元
の
雇
用
創
出
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
道
路
だ
け
で

完
結
さ
せ
ず
、
鉄
道
や
港
湾
・
空
港
な
ど
と
も
つ
な
げ
、

イ
ン
フ
ラ
を
機
能
的
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
だ
」
と
話
す
。

　

二
〇
一
八
年
度
に
は
物
流
輸
送
網
を
形
成
す
る
高
速

道
路
の
整
備
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
財
源
と
し

て
み
た
い
と
思
う
。

防
災
・
減
災
効
果
や
生
産
性
向
上
を
重
視

　

非
常
時
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
再
確
認
し
た
出
来
事
と
し
て
、
七
年
前
の
東
日

本
大
震
災
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
東
北
の
太
平
洋
側
沿

岸
は
一
〇
〇
〇
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
巨
大
津
波
に

襲
わ
れ
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
人
命
救
助
や
支

援
物
資
の
供
給
を
迅
速
に
進
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
道

路
や
鉄
道
な
ど
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
が
被
災
し
、
国
や
自

治
体
、
交
通
事
業
者
、
建
設
業
者
な
ど
関
係
者
が
一
丸

と
な
っ
て
早
期
復
旧
に
当
た
っ
た
。

　

公
共
・
公
益
性
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、
需
要

動
向
や
経
済
へ
の
波
及
効
果
な
ど
を
勘
案
し
た
費
用
便

益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）
を
評
価
し
な
が
ら
、
各
事
業
の
実
施

が
判
断
さ
れ
て
き
た
。
震
災
後
は
防
災
・
減
災
と
い
っ

た
観
点
が
一
段
と
重
要
視
さ
れ
、
非
常
時
の
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
連
結
機
能
を
高
め
る
事
業
の
具
体
化
が
進

て
一
兆
五
、〇
〇
〇
億
円
の
財
政
融
資
を
充
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
未
開
通
区
間

の
整
備
や
暫
定
二
車
線
区
間
の
四
車
線
化
を
進
め
、
物

流
の
効
率
化
と
民
間
投
資
の
誘
発
を
更
に
促
す
狙
い
だ
。

大
規
模
地
震
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
太
平
洋
側
を
中
心

と
す
る
地
域
に
あ
る
橋
梁
を
対
象
に
、
耐
震
性
能
の
強

化
に
も
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
や
先
進
技
術
が
も
た
ら
す
効
果

　

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
二
月
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
〜
九
級
）
の
今
後
三
〇

年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
を
「
七
〇
％
程
度
」
か
ら

「
七
〇
〜
八
〇
％
」
に
引
き
上
げ
た
。
沿
岸
部
は
地
震
そ

の
も
の
の
揺
れ
に
加
え
、
津
波
に
よ
る
被
害
の
拡
大
が

予
想
さ
れ
、
日
本
経
済
の
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
担

う
東
名
高
速
や
東
海
道
新
幹
線
の
機
能
を
い
か
に
維

持
・
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

　

現
在
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
重
化
と
い
う
観
点

も
含
め
、
新
東
名
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
完
成
し
た
ら
非
常
時
の
代

替
ル
ー
ト
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
国

は
リ
ニ
ア
新
幹
線
事
業
に
対
し
て
三
兆
円
の
財
政
投
融

資
を
行
い
、
大
阪
延
伸
の
建
設
工
事
を
前
倒
し
で
進
め
、

早
期
の
全
線
開
業
を
後
押
し
す
る
。
東
京
か
ら
大
阪
ま

で
が
約
一
時
間
で
つ
な
が
る
こ
と
で
、
経
済
的
な
プ
ラ

ス
効
果
や
災
害
リ
ス
ク
の
低
減
効
果
を
社
会
が
早
く
享

展
。
被
災
地
で
は
南
北
の
縦
軸
、
東
西
の
横
軸
を
結
び

合
わ
せ
る
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
整
備
が
進
め

ら
れ
た
。

　

東
京
を
中
心
に
様
々
な
都
市
機
能
が
集
積
す
る
首
都

圏
で
は
、
東
京
都
心
部
か
ら
外
縁
部
に
向
か
っ
て
放
射

状
に
延
び
る
高
速
道
路
（
東
名
、
中
央
道
、
関
越
道
、
東

北
道
、
常
磐
道
、
東
関
東
道
）
と
併
せ
、
放
射
方
向
の

道
路
を
リ
ン
グ
で
つ
な
ぐ
三
本
の
環
状
道
路
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

二
〇
一
五
年
三
月
に
は
最
も
内
側
の
リ
ン
グ
と
な
る

首
都
高
速
道
路
中
央
環
状
線
が
全
線
開
通
し
て
い
る
。

残
る
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
外
環
道
）、
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
の
未
開
通
区
間
の
整
備
も

進
み
、高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
順
次
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
真
ん
中
の
リ
ン
グ
に
当
た
る
外
環
道
で
は
、
埼

玉
・
千
葉
県
区
間
（
三
郷
南
Ｉ
Ｃ
〜
高
谷
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
が

六
月
ま
で
に
開
通
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
北
関
東

方
面
の
内
陸
部
と
京
葉
道
路
、
東
関
東
道
、
首
都
高
湾

受
で
き
、
リ
ニ
ア
の
価
値
は
最
大
限
に
高
ま
る
。

　

特
に
経
済
面
で
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
よ

っ
て
、
三
大
都
市
圏
（
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
）
を
一

つ
の
超
巨
大
経
済
都
市
圏
と
す
る
「
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）」
が
生
み
出
さ
れ
る
効
果
は
大

き
い
。
世
界
最
大
級
の
経
済
都
市
圏
が
国
土
構
造
に
も

た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
想
像
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
様
々
な
付
加
価
値
を
全
国
各
地
に
効
果
的
に
波
及

さ
せ
る
戦
略
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

国
土
交
通
省
は
有
識
者
ら
に
よ
る
検
討
会
を
昨
秋
設

置
し
、
こ
う
し
た
戦
略
の
具
体
化
に
向
け
た
議
論
に
入

っ
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
生
活
ス
タ
イ
ル
へ

の
影
響
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
整
備
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
に
各
地
で
行
う
共
通
施
策
や
国
土
・
地
域

デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
方
向
な
ど
を
、
今
夏
か
ら
来
夏
に

か
け
て
取
り
ま
と
め
る
と
い
う
。

　

人
口
も
経
済
も
右
肩
上
が
り
の
高
度
成
長
時
代
に
集

中
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

だ
が
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
に
入
る
日

本
に
と
っ
て
、
従
来
の
機
能
や
役
割
が
劇
的
に
変
化
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
最
新
技
術
に
よ
り
、
自
動
運
転
の
実
現
に
向
け

た
取
組
み
も
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
固
定

概
念
か
ら
抜
け
出
し
、
未
来
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

あ
り
方
を
社
会
全
体
で
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
で
、

新
た
な
未
知
な
る
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
に
違
い
な
い
。

冬
は
例
年
に
な
い
大
雪
に
よ
る
被
害
が
各
地
で

相
次
い
だ
。

　

北
陸
で
は
通
行
止
め
と
な
っ
た
幹
線
道
路
に
多
く
の

車
両
が
長
時
間
に
わ
た
り
立
ち
往
生
す
る
事
態
が
発
生
。

物
流
の
要
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
一

部
地
域
で
は
食
料
品
な
ど
の
物
資
不
足
も
深
刻
化
し
た
。

店
舗
も
臨
時
休
業
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
が

連
鎖
的
に
広
が
り
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
・
確

保
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
難
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

道
路
や
鉄
道
、
空
港
・
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
組

み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
全
国
各
地
に
人
が
移
動
し
、
モ

ノ
が
行
き
渡
る
。
ま
さ
に
人
々
の
暮
ら
し
や
産
業
・
経

済
に
欠
か
せ
な
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
が
、
日
常
の

社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
そ
の
重
要
性
が
増
す
ほ
ど
、
災

害
や
事
故
な
ど
で
交
通
・
輸
送
機
能
が
途
絶
し
た
際
に

及
ぼ
す
影
響
も
拡
大
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
今
回

は
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
価
値
と
未
来
に
つ
い
て
触
れ

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
価
値
と
未
来

「
超
巨
大
経
済
都
市
圏
」誕
生
に
期
待
高
ま
る

Sanpo M
iyam

a

深
山
さ
ん
ぽ

今


